
1

目次 
進め方と経緯 
１、これからのフェーズ 
２、関わるみんなの願いから空間へ 

計画の説明 
３、全体計画 
４、先生の知見を設計に活かした部分 
５、新しい学びのためのスペース

P2～ 
P5～ 

P9～ 
P19～ 
P29～

伊那新校再編実施計画懇話会 
NSDプロジェクト進捗状況 

基本設計中間報告 
24.03.13

2

1、これからのフェーズ



実施 
設計へ

イ
マ
コ
コ

平面第１案 
の作成

先生WS 
意見の集約と案への反映 
屋根、構造、設備の検討

まとめ 
地域への提案

案のブラッシュアップ 
・必要部屋数の確定 
・標準面積の確保

10月 11月 12月 1月

基本設計と決定プロセス

先生WS 
FLAと学びラボ大職員室 
と教科STの使い方検討

使い方に合わせた設計へ 
・家具 
・設備（水回り、プロジェクター） 
・間仕切り（可動？壁？オープン）

３月2月 ４月～
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●11/17,24　先生WS 第１案提案

基本設計の対話的進め方

アンケートの集約、教育課程、メディアセンター 
保健、特別支援小部会ヒアリング実施

体育、芸術 
家庭科ヒアリング実施

1／19案　教育課程への確認、理科、進路指導　全体Q&A返答

●12/15,19　先生WS 追加説明　全体Q&A　意見聴取

●1/9　先生WS 第２案提案（アンケートの回答）

●2/8　先生WS 第３案基本設計平面の報告+FLAの説明

●2/26　第２回生徒WS　FLAの使い方

伊那新校における部活の施設整備に関する考え方の共有（教育課程、理科、
進路、から変更への意見徴収、音楽ヒアリング）

⚪︎懇話会等で報告

イマココ
随時、進捗状況報告、Q&Aの返信、実施設計の検討準備

⚪︎3/13　懇話会 基本設計中間報告

大学生による主体的な学びのイメージ共有 
高校生大学生による伊那新校における新しい学びのためのスペースの検討
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２、関わるみんなの願いから空間へ
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地域（産業） 
を知ってほしい

部活を頑張っ
ている生徒を応
援したい

WSヒアリングなどから 
得られた地域の願い

良いことをし
ている学生を褒

めたい

大学進学

広い世界を 
知る

お金の支援 
（PTA・同窓会）

世界に羽ばたく
人（街）との 
つながりを持つ

ともに活動する

大学進学だけが 
進路ではない

カフェと売店の
運営



NSD会議03のまとめ

新しい学びを実現する「FLA」

生活のしやすさ 
（時間と空間の余裕）

リラックス 
（自然、開放的）

教員の余裕 
（時間と空間の余裕 

コミニケーションとリラックス）

自分たちで選べる 
（多様性、自主性）
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関わる皆さんの願い 
↓ 

具体的なイメージ（建築） 
↓ 

新しい学びの実現のしやすさ（教育） 
↓ 

建築的な調整（建築）

どう建築に反映させるのか？

イマココ
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３、全体計画

10

重視
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北側にグラウンド

南側に校舎

基本設計のプラニングで 
大事にしたいこと 

・既存校舎最大活用 
・メインアクセス 
・建物の正面性 
・計画の自由度と余裕 
・自由なアクセス 
・新しい校舎の風景 
・FLAの充実 
・生活のしやすさ 
・リラックス 
・教員の余裕 
・教員のコミニケーション

基本計画時
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NSD会議などで検討された 
基本計画から変更しないこと

・南側に校舎、北側にグラウンド 
・サッカー、ラグビーコートサイズのグラウンド 
・平常時120台程度、詰め込み時+130台合計250台程度の駐車場 
・南から入って北に車で抜けられる 
・大体育館へ車でアクセス 
・１階にも教科FLAを配置して、各階の生徒の人数のバランスをとる



グラウンド 
・斜めにとり、建物が建てられる 
　範囲を広く 
・建物とグラウンドの間に余裕

１、グラウンドと駐車場

車路 
・南から入り北側に抜けられる

駐車場 
・建物になるべく近く 
・西側通路を利用することで 
　登校と通勤が干渉しにくい

13

14

生徒の主体性を育む 
自由な出入口 
（上履きなし）

２、アクセス 生徒の主体性を育む自由なアクセス 
活動動線を妨げないために、室内は下足で利 
用し、日中の校内への出入口も複数設ける。 
庭やグラウンドへ移動する際、昇降口まで行 
かずに、思い通りに行動でき、自主的な活動 
をなるべく妨げない。 
床仕上げや掃除方法については、今後の課題。

２F

1F

西棟
東棟

南棟

西棟 東棟

南棟
事務室→

←来客玄関

わかりやすい 
来客動線

来客駐車場



15

３、集約と分散の教員の居場所 教員のウェルビーイングを高める環境づくり 
・コミニケーションと、利便性で大職員室に集約 
・談話室での休憩とコミニケーション 
・教科ステーションで見守りと多様な居場所

２F

1F

西棟

東棟

南棟
西棟

東棟

南棟

教科ST

分散 
教科ステーション 
司書室 
準備室

集約 
1F 
事務室 
保健室 
相談室 
進路室 

2F 
校長室 
大職員室 
談話室 
教員トイレ 
更衣室休養室

16

４、教科FLAとクラスルーム

教科FLA（クローズ、静か、奥） 
産学官連携コンソーシアム 
講義室、教科ステーション、 
学びラボ 
グループ学習、生徒ロッカー

クラスルームと講義室 
学校と協議し、必要数を確保、利用率の低い特別 
教室は講義室としても利用し、合理化も図る 
教科FLA 
講義室を中心とした教科FLAはクローズで静かで 
奥のエリアに東西に長く、環境良く配置。

学びの 
見える化

学びの 
見える化

小規模な 
専有 
スペース

２F

1F

西棟
東棟

南棟

西棟 東棟

南棟
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５、探究FLAとメディアセンター 
クリエイティブ科目の相乗効果

探究FLA（オープン、アクティブ、表） 
1F 
進路室、生徒会、地域連携協働室、音楽室、 
防音室、調理室、被服室 
2F 
メディアセンター

探究FLA 
オープンでアクティブで表の位置に配置、地域との 
連携もしやすく、広場に広がって展開出来るよう計 
画。メディアセンターは学校の中心に配置し、様々 
な学びをサポート。休憩や自主学習や自主活動、ラ 
ンチや空き時間の主体的な利用を想定。

雑談 
カフェ

地域にも 
開く広場

２F

1F

オープン 
生徒授業

西棟
東棟

南棟

西棟 東棟

南棟
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６、体育館と地域施設の相互利用

小体育館 
（オープン、アクティブ、表） 
講堂 
正面性への配慮 
施設の相互利用

体育施設 
体育館、格技室、小体育館は南側にまとめ、体育の 
授業で、移動、連携のしやすい配置に。小体育館は 
講堂としても利用できるよう、独立して配置、ステ 
ージなどを設ける。 
校内を一周するランニングなども可能。

２F

1F

西棟
東棟

南棟

西棟
東棟

南棟
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４、先生の知見を設計に活かした部分

「先生との対話」

南棟 1F
◾学校の顔となるホワイエ 
・１学年分が入れる発表の場 
・普段は展示や広いフリースペースとして 
　生徒の活動を伝える場所に 

◾来客対応しやすい学校に 
・分かりやすい来客動線 
・生徒動線と来客動線を分ける 

◾進路室と地域連携 
・進路室を生徒の行きやすい場所へ 
・クローズな進路室とオープンな 
　進路資料コーナーの組み合わせに 
・地域連携協働室の近くに配置し 
　学びと進路の連携を深く 

1F

小会議+応接
来客関係を集
約し、生徒の
動線と分ける

進路室と 
進路コーナー

生徒 
動線

探究FLAが自
らの進路興味
と出会える主
体的な学びの
結び目となる
広場に
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南棟 2F
◾大職員室 
・生徒との関わり 
・集中した執務空間 
・教員の休憩とプライバシー 
・1階との行き来のしやすさ 
　 

生徒動線

先生専用

質問 
面談

執務

2F
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東棟 1F2F
◾クリエイティブエリア 
・美術、書道、校用技師室などを集約し学校の中でもクリエイティブな活動がしやすい場所に 
・動線の突き当たりに 
・音の配慮 

◾１年生 
・2階に学年のまとまりを持って配置 
・学年のFLAを中心に、必修科目をHRで行うことを想定 

2F1F

クリエイティブ 
エリア１年生FLA



西棟 1F2F
◾2,3年生 
・学年のまとまりを意識し、HRを配置 
・教科ごとの教科ステーションを中心に教科FLAを重ねて展開 
◾自然科学 
・理科と数学の教科ステーションを同じフロアで 
・自然科学エリアとして、教科を超えた学びの展開を期待 
◾ケアエリア 
・南側の光が入る相談室、保健室を並べ、ケアや相談がしやすい環境に 
・単独で外からのアクセスが可能

演示台のある講義室4

演示台のある講義室3

23 1F2F

３年生 ２年生

２年生

理科

ケアエリア
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◾広くなる教室 

授業の内容の多様化に 
対応するため既存の教 
室より5～7㎡広い教室へ 
（ストーブは設置しない） 

どんな学びのための設備 
（黒板、ICT） 
机のサイズやバリエーション 
など今後の検討

普通教室、講義室の広さ

現状　

これまでの案　
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◾講義室の数 
・クラスルーム（CR）28個 
・専用講義室　5個 
・兼用講義室　4個（防音室、音楽室、被服室、書道室） 
・臨時講義室   2個（高志館、同窓会館） 
　合計　　　 39個（先生からの要望は36）

講義室の数

↑講義室1

↓講義室2

↑講義室5

講義室6→

講義室8↑

↓講義室4
↓講義室3

講義室10,11(臨時）↓

↓講義室9

講義室7→

◾講義室の転用 
・CRについて、６箇所程度生徒の減少に伴い 
　FLAに転用できるよう、構造壁を設けない。

2F 1F

2F 1F
26

４、面談スペース 
・FLAに13箇所用意 
・教科ステーション1１箇所 
・放課後の空き教室

数学

家庭

芸術

保健体育

社会

国語 英語

メディア
音楽

管理諸室
２、教科ステーション 
・調整により位置の変更あり

理科



2F 1F
27

◾FLAの広さ 
・教室と同じ温熱環境で、利用できるオープンなスペース 
・1人から数人、１クラス、１学年と様々な単位での活動ができる場所 
・生徒の自主的な活動がお互い気持ちよく展開できるような文化づくりが必要

FLA
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◾体育館の大きさ 
・アリーナサイズ　32m×23m 
・標準サイズ32m×21mより+2m広く（縦方向に1m削減） 
・バドミントン6面、バレーボール2面が取れる

体育館の広さ
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５、新しい学びのためのスペース 

「伊那新校のFLA」
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◾目指す学校像 

◾新たな学びに対応したシステム 
・１年次：必修科目を中心に履修 
・２、３年次：自分の学びを自分 
　でデザインし履修する科目を選択 

◾上伊那共学共創コンソーシアム 
・さまざまな人々と学びあい地域課題 
の解決や地域の活性化イノベーションの 
創出を目指すコミュニティ

改めて伊那新校とは

つなぐ役割　地域連携協働室
・コーディネーター 
　探究的な学びで地域と生徒をつなぎ 
　良い関係で関われるように伴走する



「伊那新校で充実させたい空間=FLA」
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探究FLA 

・メディアセンター 
・地域連携コンソーシアム 
・クリエイティブエリア 
・生徒会 
・ランチ 
・自主活動 

進路、探究、司書、情報 
芸術、家庭、音楽、体育
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教科FLA 

・講義室 
・産学官連携コンソーシアム 
・教科ステーション 
・学びラボ 
・グループ学習 
・生徒ロッカー 

国語、数学、理科、社会、英語
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コーディネーター 

・高校が望む形で学びを支え 
　生徒が安心して関われる 
　環境づくり 

・学びと経済両面への継続支援 
　できる仕組みづくり 

・高校や生徒に伴走できる距離感

地域連携 
協働室
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◾目指す学校像 
・どんなことが起こると、目指す学校に近づくのか？

探究FLA

地域の企業活動 
から、自分の興味 
や進路へ繋げる 
出会い

探究の先生と 
コーディネーター 
が一緒に考える

日常的に成果 
を発表できる 
場所がある

プロジェクト 
単位で、専有できる 
場所がある

クリエイティブ 
な活動を日常 
に行える環境

講演会や 
演奏会などが 
頻繁に開ける 
場所

他の生徒の 
学びが見える 
展示や掲示
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FLA教科FLA

クラスを超えて 
出会が生まれる 

FLA

文理融合した 
授業を学年の 
FLAで

他者の権利を 
侵害しない 

自由な振る舞いを 
考える

ランチや 
自習、教え合い 
を行う

◾目指す学校像 
・どんなことが起こると、目指す学校に近づくのか？
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FLA教科FLA

空きコマに 
自分の学びを 
深める

地理のソフト 
を自由に使って 
研究する

少人数で 
Zoomで他校と 
一緒にプロジェ 
クトを行う

ゼミ形式で 
お互い教え 
ながら学ぶ

英語で 
ハロウィン 
イベントを行う

興味が 
湧いたら 
すぐに調べ 
られる

◾目指す学校像 
・どんなことが起こると、目指す学校に近づくのか？


